
 
 

平成２９年第１２回教育委員会定例会日程 
 

日 時  平成２９年１２月２７日（水）午後１時３０分 

場 所  北栄町役場 第 1委員会室 

１ 開 会 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 行政報告 

   教育長、教育総務課長、生涯学習課長、図書館長、中央公民館長 

 

４ 議 案 

議案第 54号 北栄町学校給食費徴収条例施行規則の制定について 

議案第 55号 北栄町社会体育施設利用料減免規程の一部を改正する規程 

の制定について 

議案第 56号 北栄町歴史民俗資料館使用料減免規程の一部を改正する規 

程の制定について 

 

５ 協議事項 

   ・フリースクールについて 

・平成 30年度全国学力・学習状況調査の実施について ・・・・・・資料１ 

 

６ 報 告 

   ・平成 29年度子どもの豊かな育ちと学びを支援する連絡会（報告） 資料２ 

   ・平成 29年度後期計画訪問まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・別冊 

   ・12月議会一般質問答弁について・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

   ・平成 29年度小・中学校ＰＴＡ要望について ・・・・・・・・・・資料４ 

   ・高校生議会の開催について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

   ・区域外就学の認定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料６ 

   ・学校教育法施行令第 22条の３に該当する児童の就学 

及び在学の継続について・・・・・・・・・・・・・・・・・・当日配付 

 

７ その他 

   ・次回教育委員会  １月  日（ ）午後１時３０分から 

 

８ 閉 会 



 
 

１２月行政報告 
＝教育長＝ 
◎業務内容 

１１月２２日 社会教育委員会兼公民館運営審議会 

１１月２４日 中学生と町長が北栄町の町づくりを語る会（北条中） 

自治会長会 

１１月２５日 じんけんフェスティバル 

１１月２７日 北条中学事訪問 

大栄中学事訪問 

１１月２８日 大栄小学事訪問 

大栄中、北条中ＰＴＡ要望 

１１月３０日 第２回北栄町歴史民俗資料館運営委員会 

第２回北栄町文化財保護委員会 

大栄小ＰＴＡ要望 

１２月 １日 北栄町議会全員協議会 

北栄町支援判定会議 

１２月 ２日 大谷こども園生活発表会 

北条みどり保育園生活発表会 

１２月 ４日 北条小学事訪問 

１２月 ５日 人権週間啓発事業所訪問 

１２月 ６日 北条小学校予算聞き取り 

北栄経済クラブ贈呈式 

北栄町民生児童委員会通学路要望 

１２月 ７～２０日 北栄町議会１２月定例会 

中学生と町長が北栄町の町づくりを語る会（大栄中） 

第２回発達支援連絡協議会 

１２月 ８日 大誠こども園生活発表会 

北栄町総合教育会議 

１２月１１日 中学校予算聞き取り 

大栄小学校予算聞き取り 

北栄教育連絡会 

１２月１２日 北栄町隣保館運営審議会・児童館運営委員会 

１２月１４日 行政報告会 

わかりやすい人権の話 

１２月１５日 北条こども園生活発表会 

宅地建物協会第７０周年記念事業説明 

人口減少と社会保障後援会 

１２月１６日 郷土史入門講座 

クリスマスコンサート 

１２月１９日 県教組中部支部交渉 



 
 

１２月２０日 マルイ贈呈式 

１２月２１日 北栄町人権を尊重するまちづくり審議会 

１２月２２日 栄保育所生活発表会 

 

 

 

第９回 教育連絡会 

平成２９年１２月１１日 

 

★私たちの中心にある一番の目的は 

「子どもたちのために」 

このことを忘れることなく、初心に返って 

 

★いじめ問題について 

子ども達の様子をしっかりと観察して、兆候を見逃すことなく適切な対応をお願いしま

す。 

生徒や保護者からの相談があった場合には、担任が抱え込むことなく、学校内部で情報

を共有し、適切な対応をお願いします。 

 

★報連相＋確認 

報 良い結果も悪い結果も事実をありのまま伝える。 

連 すばやく正確に伝える。組織で情報を共有。 

相 独断で判断せず、早めに上司に相談。相談する際は、問題点を整理して自分で代案

を考えておく。 

確認 結果の確認をしてください。 

 

★登下校時の安全確保 

児童・生徒への注意喚起、自転車運転ルールの徹底（ヘルメット着用、併走禁止）を図

ってください。 

通学路見守りボランティア、こどもかけこみ１１０番への協力依頼をお願いします。 

 

 

 

〇教育委員会重点施策について 

１２月８日開催の総合教育会議で、「平成３０年度教育委員会予算 重点施策」を議論

したので、そのときの資料（別紙のとおり）を読んでいただき、関係するところの取り組

みを検討してください。 

 

〇不審者対応について 



 
 

１１月２５日、２７日に町内で不審者事案が発生しました。県内では毎日のように不審

者事案が報告されています。児童生徒に「いかのおすし」に代表される不審者への対応の

仕方をしっかりと指導してください。保護者や地域に見守り等の対応をお願いしてくださ

い。 

〇メンタルチェックの実施について 

年１回以上のストレスチェックを全教職員に行わせてください。 

公立学校共済組合の「心の健康チェック事業」などを活用してください。 

養護教諭は診断結果に基づき適切な指導をしてください。 

 

〇長時間勤務の報告と対応について 

８月の教育連絡会で、８０時間以上勤務者の面談と報告をお願いしているところですが、

～６０時間、～８０時間、８０時間～、１００時間～の長時間勤務者数についても報告を

お願いします。 

１月あたり８０時間を超えて時間外勤務を行った教職員は、医師による面接指導を受け

るよう勧奨してください。 

 

〇感染症対策について 

インフルエンザやノロウイルスなど感染症に感染者が多く出る季節になります。健康観

察の徹底や手洗い・咳チェックの励行等に努めてください。感染症に罹患したかもしれな

いときには受診と登校・登園の際には、保護者からの聞き取りをしっかり行って感染が拡

大しないように対応してください。 

 

〇常勤、非常勤町費負担職員の成果と希望調書の提出について 

特別支援教育補佐員、ＩＣＴ教育活動支援員、外国語教育指導員、ＳＳＷ、外国語通訳

等支援員、日本語指導員、学校司書補佐員、学校主事補佐員、心の相談員、発達支援コー

ディネーター、保育教諭補佐員（加配）、保育リーダーの勤務状況、活動報告及び成果、

配置希望調書を提出してください。 

 

〇学校における危機管理対応について 

県教育委員会において上記参考指針に、「第６章 武力攻撃やテロ等の発生時における

対応」が追加する一部改正が行われました。別紙を参考に各学校、園の危機管理体制や危

機管理マニュアルの点検、見直しを行ってください。 

 

 

＝教育総務課＝ 

１ 中学生と町長が北栄町の町づくりを語る会について 

11月 24日北条中学校において、12月 7日大栄中学校において、それぞれ開催しました。

北条中は 3年生が、北栄町のまちづくりを「地方公共団体の課題から未来の北栄町を 

考える」と題して、社会科の授業で調べた北栄町の課題について発表、その後、「活気が

あり、個性的で、魅力的なまちづくりに向けて」の提案を行いました。 



 
 

大栄中学校は 2 年生が、「こんな北栄町に住みたい」をテーマに北栄町のまちづくり

について考えたことについて発表を行いました。 

 

２ 不登校、問題行動等の状況 

区分 
不登校（30日以上） 問題行動 

（関係者数） 

いじめ 

(被害者数/加害者数） 10月末 11月増 計 

北条小 4人 1人 5人  仲間外し 1/2、物隠し 1/不明 

大栄小 3人  3人   

北条中 3人 1人 4人 万引き 1  

大栄中 1人 1人 2人  仲間外し 1/4 

 

 

＝生涯学習課＝ 
１ 北栄てくてくウオーキング（第 4回）について 

  日 時 11月 18日 8:50 

場 所 出会いの広場（旧運転免許試験場跡地）発着 

参加者 24人 

概 要・第 5回ほくえいサザンクロスウオーク（ウォーキング立県１９のまちを歩こ

う事業認定大会） 

・ショートコース（4.1㎞）とロングコース（10.75㎞）で実施 

・当日午後開催の鳥取中央育英高校 110 周年記念「豊田太蔵ゆかりの地ウォー

ク」では、生涯学習課が解説 

 

２ 北栄町スポーツ大会について 

結果 

①グラウンドゴルフ大会（11月 19日）参加チーム数 30  ※荒天により中止 

②バレーボール大会（11月 26日）参加チーム数 49（男 31、女 18） 

男子の部 優勝 土下  2位 みどり南団地  3位 大野、由良宿 3区 

   女子の部 優勝 由良宿 3区  2位 西高尾  3位 下種、大島 

  ③バトミントン大会（12月 10日） 参加チーム数 26 

Ａ級 優勝 大谷Ａ  2位 みどり南団地  3位 曲、由良宿 2区Ａ 

   Ｂ級 優勝 瀬戸Ａ  2位 由良宿 1区Ａ  3位 下神、大島Ａ 

 

３ 第 2回社会教育委員会兼中央公民館運営審議会について 

日 時 11月 22日 13:30～ 

場 所 大栄庁舎第 1委員会室 

概 要・平成 29年度事業に対する意見 

   ・平成 30年度事業に対する協議、要望 

   ・委員アンケートに基づく意見交換 

 



 
 

４ 北栄町じんけんフェスティバル 2017について 

  日 時 11月 25日 11:30～16:20 

場 所 大栄農村環境改善センター 

参加者 250人 

概 要・テーマ「個性を認めあい 互いの心に寄りそう町へ」 

・倉吉人権啓発活動地域ネットワーク協議会との共催（5年毎） 

・ホールイベント（13:20～）は、町ふるさと大使「ほのまる」の司会で、町民

ミュージカル劇団ウォーターメロンのオープニング、いじめをなくそうサミ

ット活動報告、中学生人権作文、曲月曜会による人権劇「うば捨て山」、鳥取

県発達障がい者支援センターの川口所長による講演、人権クイズ等を実施 

・その他イベントは、子ども向けのものづくりや読み聞かせなどのコーナー、

人権相談、保こ小中高等の作品及びパネル展示、（株）フレンズカンパニー、

菜野人創造所 team vegeの物販等 

 

５ 第 2回北栄町歴史民俗資料館運営委員会・文化財保護委員会について 

日 時 11月 30日 9:30～ 

場 所 中央公民館 

概 要・平成 29年度事業に対する意見 

   ・平成 30年度事業に対する協議、要望 

   ・文化・文化財関係収蔵資料の整理について 

 

６ 第 2回北栄町放課後子ども総合プラン運営委員会について 

日 時 12月 1日 10:00～ 

場 所 大栄農村環境改善センター 会議室 4 

概 要・平成 29年度事業に対する意見 

   ・平成 30年度事業に対する協議、要望 

   ・情報交換 

 

７ 人権週間事業所訪問 

  日 時 12月 5日 9:30～ 

概 要・人権週間（12月 4日～10日） 

・人権擁護委員と 1日人権擁護委員（町長、議長、教育長）で啓発依頼 

・24事業所訪問（3班体制） 

 

８ 青少年育成連絡会について 

日 時 12月 8日 16:00～ 

場 所 大栄農村環境改善センター 会議室 1 

概 要・最近の少年非行、地域安全活動の様子について 

   ・長期休業中の各学校、団体等の取組みについて 

 



 
 

９ 企画展 北栄町の歴史「遺物が語る北栄町の歴史 Vol.2」について 

  期 間 12月 8日～1月 28日 

場 所 北栄みらい伝承館（北条歴史民俗資料館） 

概 要・大栄地区の発掘調査で出土した遺構・遺物を実物や写真パネルで展示 

・12月 9日ギャラリートーク 

 

10 ヒューマン・コミュニケーション講座「パパ ママ 子育て心の応援団」 

  日 時 12月 10日 9:30～ 

場 所 大栄健康増進センター 

参加者 のべ 23人 

概 要・講師 高塚人志元鳥取大学医学部准教授 

・体験型学習で、子育て、家族にとって必要なコミュニケーションの大切さに

ついて学ぶ 

 

11 隣保館運営審議会・児童館運営委員会について 

日 時 12月 12日 19:30～ 

場 所 ほくほくプラザ（北栄人権文化センター） 

概 要・平成 29年度事業に対する意見 

   ・平成 30年度事業に対する協議、要望 

 

12 人権教育・啓発推進協議会理事会について 

日 時 12月 19日 13:00～ 

場 所 大栄農村環境改善センター 会議室 3 

概 要・北栄町じんけんフェスティバル 2017について 

   ・平成 29年度事業及び来年度事業について 

 

13 人権を尊重するまちづくり審議会について 

日 時 12月 21日 13:30～ 

場 所 大栄農村環境改善センター 青年研修室 

概 要・人権を尊重するまちづくり推進計画について 

   ・パブリックコメントについて 

   ・サブタイトルついて 

   ・答申について 

 

１4 今後の予定について 

（１）平成 30年北栄町元旦マラソン＆ウオーキング大会について 

 日 時 1月 1日（月）午後 1時 30分～ 

 場 所 北条農村環境改善センター発着 

 概 要・1kmと 3㎞のコース 

    ・北栄てくてくウオーキング敢歩賞贈呈 



 
 

    ・福引き抽選会、カレンダー無料配布 

（３）成人式 

    日 時 平成 29年 1月 3日（水） 午前 10時～ 

    場 所 北条農村環境改善センター 

 

15 ほくほくプラザについて 

 ①絵本の読み聞かせ会 

日 時 12月 10日（日） 午前 10時～11時 

  概 要・人形劇「クリスマスのふしぎなはこ」 

     ・絵本「まどからおくりもの」他 

参加者 40名（幼 21名、、小 4、大 15名） 

日 時 1月 14日（日） 午前 10時～11時 

  概 要・人形劇「かいじゅうたちのいるところ」 

     ・絵本「ぜったいおしちゃダメ？」他 

 

②寄せ植えとおしゃべりサロン 

日 時 12月 15日（金） 午前 9時～11時 

   概 要 ・冬の寄せ植えをする。 

       ・軽食を囲んで会話を楽しむ 

  ・参加費 300円（寄せ植え代） 

          100円（軽食代） 

参加者 12 名 

体操教室とおしゃべりサロン 

日 時 1月 19日（金） 午前 9時～11時 

   概 要・軽食を囲んで会話を楽しむ 

   ・参加費 100円 

 

③分かりやすいじんけんの話 

ネットトラブルに巻き込まれる子どもたち 

日 時 12 月 14 日（木） 

場 所 ほくほくプラザ 

概 要・親の知らないネットの世界 

・講師 松田 雅彦さん 

参加者 38 名 

 

④子ども向け行事 

  料理教室 クリスマスケーキ作り 

   日 時 12 月 9 日（土）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

   対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要） 先着 20名 

概 要・クリスマスケーキを作る。 



 
 

参加費 100円 

参加者  31 名（幼 4、小 23、大 4） 

 

体験教室 門松づくり 

日 時 12 月 25 日（月）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

   対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要） 先着 20名 

概 要 竹に葉牡丹、松等入れてミニ門松を作る。 

参加費 100円 

 

体験教室 お正月遊び 

日 時 1 月 13 日（土）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

   対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要） 先着 20名 

概 要 簡単な凧、コマ作りと大型カルタ取り 

参加費 100円 

 

料理教室 恵方巻き作り 

   日 時 1 月 27 日（土）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

   対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要） 先着 20名 

概 要・みんなで長い恵方巻きを作る。。 

     参加費 100円 

 

 

           

 

 

＝図書館＝ 
１ 出前音読教室について 

 日 時 11月 28日（火）午後 2時～ 

 場 所 デイサービスセンター大栄  

 概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も盛り込む。 

 参加者 15名 

 

２ 郷土史入門講座（第 3回）について 

日 時 12月 16日（土）午後 1時 30分～ 

 場 所 図書館 研修室 

 講 師 大嶋 陽一 氏（鳥取県立博物館 主任学芸員） 



 
 

 概 要 「弓原村の豪農岩本家と地域社会」 

 参加者  16名 

 

３ クリスマスコンサートについて 

日 時 12月 16日（土）午後 6時～7時 

 場 所 図書館 1階フロア 

 出 演 ゴスペルオーブ（米子市を中心に県内外で活躍） 

 曲 目 クリスマスソングからゴスペル曲まで 

     （サンタが町にやってくる、ジングルベル、ホワイトクリスマスなど） 

 参加者 約 70名 

 

４ あたまイキイキ音読教室について 

 日 時 12月 21日（木）午前 10時 30分～ 

 場 所 図書館 研修室  

 概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も盛り込む。 

     関連図書の展示コーナーの設置 

 参加者   名 

 

５ 12月の図書整理日について 

 ・北栄町図書館･･･12月 27日（水） 

 ・北 条 分 室･･･12月 21日（木） 

   ※本来は最終木曜日が図書整理日。年末休みの関係で 12月は変更。 

 

６ 今後の予定について 

（１） 新春書家三人展について 

  期 間 平成 30年 1月 4日（木）～1月 24日（水） 

  場 所 図書館玄関ロビー＆1階柱画廊 

  概 要 新春を寿ぎ、書初めの行事と繫がる展示をする。期間中は「書」に関する本

を館内に展示し、利用者の来館を促す。 

  出展者 道祖尾良苑、引田恵華、福新幸世 

 

（２）「本の福袋」について 

 日 時 平成 30年 1月 4日（木）～全て貸出されるまで 

 場 所 図書館・北条分室 

 概 要 本のテーマが記されている福袋を図書館 11袋（いい年にちなんで）、北条分室

5袋限定で貸出する。新たな本との出会いを提供。  

     また、福袋に限らず、本を借りた人にはくじ引きあり（無くなり次第終了） 

 

（３） 出前音読教室について 

 日 時 平成 30年 1月 10日（木）午前 10時～ 



 
 

 場 所 松神公民館  

 概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も盛り込む。 

 

（４）あたまイキイキ音読教室について 

 日 時 平成 30年 1月 18日（木）午前 10時 30分～ 

 場 所 図書館 研修室  

 概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も盛り込む。 

     関連図書の展示コーナーの設置 

 参加者   名 

 

【特徴的な事項】      

 １ 図書館駐車場土地購入・造成新設工事について 

  ・土地売買契約の締結  平成 29年 11月 16日 

  ・工事入札   

入札日 工 事 名 指 名 

業数数 

入札回数 予定価格 期間等 

落札業者 契約金額 

12/8 

 

図書館駐車

場 

舗装新設工

事 

  3  １ 2,388,960 12/13 

～2/19 (有)共栄組 2,343,600 

    

２図書館の貸出状況等について 

   平成 29年 11月分の貸出等実績 

  

 

 

 

 

 

＝ 

 

 

 

 

 

中央公民館＝ 
１ 中央公民館ロビー展について 

（１）日 時 11月 28日（火）～12月 4日（月） 

概 要 「税を知る週間」小・中学校作品展 

  利用者人数（人） 貸出冊数（冊） 

 

 

11月の貸出実績 

図書館 

(前年同月) 

 1,285 

（1,369） 

   4,764

（5,288） 

北条分室 

(前年同月) 

 545 

（594） 

  1,836 

（2,191） 

4月からの累計 

図書館 

(前年同月) 

11,193 

（11,614） 

 41,146 

（41,175） 

北条分室 

(前年同月) 

 5,255 

（5,160） 

18,366 

（18,676） 



 
 

（２）日 時 12月 8日（木）～28日（目） 

概 要 陶芸教室作品展 

 

２ 第１回自治会まちづくり役員（生涯学習部長）研修会について 

  日 時 11月 26日（日） 午前 10時～11時 30分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  参加者 自治会長、生涯学習部長、自治会役員 27名 

  概 要 講演 「レジリエントな北栄のまちづくりについて」 

      講師 鳥取大学特命教授 野田邦弘  氏 

      ・教育委員会事業紹介（30年度自治会事業等への参考資料） 

 

３ 平成 29年度シニアクラブについて 

（１）12月総合学習 

日 時 12月 4日（月）午後２時～３時 

場 所 中央公民館大栄分館 

参加者  26名 

概 要 健康講座「めざせ！健康ライフ健康寿命を延ばそう！ 

            ～骨を丈夫に（食事と運動）」～ 

      講師 三朝温泉病院 リハビリテーション科  

科長 山根 隆治  氏 

（２）12月コース別学習 

日 時 12月 18日（月） 午後 2時～午後 4時 

場 所 中央公民館 講堂ほか 

参加者 90名 

 概 要 パソコン・ニュースポーツ・歌唱・習字・絵手紙・フラダンス・ 

食を考える・絵画の 8コース 

 

４ 青少年育成講座「おもしろまなびタイム」について 

（１）「いもはんこをつくろう」 

  日 時 12月 6日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  参加者 11名 

  講 師 地域ボランティア 岸田 泰彦さん 

概 要 宿題タイム、収穫したサツマイモを使って「はんこ」を作る。 

（２）「おやつづくりにチャレンジ」 

 日 時 12月 20日（水） 午後 4時～午後 5時 15分 

 場 所 中央公民館 調理室 

 参加者   名 

  講 師 管理栄養士河本順子さんとシニアクラブ食を考えるのみなさん 

 概 要 宿題タイム、収穫したサツマイモで「大学いも」を作る。 



 
 

 

５ 北栄文芸（第 49号）について 

（１）編集委員会 

  日 時 12月 11日（月） 午後 1時 30分～午後 4時 

  場 所 中央公民館 中研修室 

  参加者 7名 

  概 要 ・追悼コーナー・遺稿について 

      ・記念第 50号について 

      ・第 49号の編集作業 

  予 定 第 49号：1月 10日（水）  部数 300部発刊 

      （販売 200円 ※バックナンバーも販売） 

      第 50号：3月 10日（土）原稿締切 

 

６ 成人対象講座について 

  「第 1回はじめてのスマホ・タブレット講座」 

日 時 平成 29年 12月 16日（土） 午後 2時～午後 4時 

場 所 中央公民館 視聴覚室 

  参加者 7名 

  講 師 笑顔でこたえるパソコン教室 代表 松田 雅彦 氏 

  概 要 基本的な操作、初期設定ほか 

 

７ 第１２回公民館まつり第２回実行委員会開催について 

  日 時 平成 29年 12月 21日（木）  午前 9時 30分～ 

  場 所 中央公民館 会議室 

  参加者   名 

  概 要・出演者決定、プログラム編成について 

     ・オープニングセレモニー等について 

     ・その他 

  

８ 今後の予定について 

・中央公民館ロビー展について 

日 時 1月 4日（木）～1月 31日（水） 

概 要 北条中学校美術作品展 

  

・シニアクラブ学習について 

総 合 1月 9日（火）午後 2時～午後 4時 

   健康講座「高齢者にまつわる交通事故の実態とその予防法」             

   講 師 倉吉警察署  

シルバーセーフティ・インストラクター 宍戸 隆 氏 

コース別 1月 15日（月）午後 2時～午後 4時 



 
 

  パソコンほか 8コースの学習 

 

・青少年育成講座おもしろまなびタイムについて 

① 「凧を作って飛ばそう！」 

  日 時 1月 10日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  講 師 地域ボランティア 岸田 泰彦さん 

② 「ニュースポーツで遊ぼう！」 

  日 時 1月 24日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 調理室 

  講 師 福祉レクネットワーク鳥取代表 玉木純一 さん 

   

・成人対象講座について 

「第 2回はじめてのスマホ・タブレット講座」 

   日 時 1月 20日（土） 午後 2時～午後４時 

   概 要 インターネット閲覧、写真動画撮影と閲覧編集 

   講 師 「笑顔でこたえるパソコン教室」代表 松田 雅彦 氏 

 

・第12回公民館まつりについて 

（１）作品展 

    日 時 平成30年1月27日（土）～2月4日（日） 午前9時～午後5時 

※ 初日「オープニングセレモニー」 午前9時30分～ 

    場 所 北条農村環境改善センター 

    その他 ・体験コーナー 

         

（２）芸能発表会 

    日 時 平成30年2月4日（日）  

午前9時30分～午後4時  ※ 受付：午前9時 

    場 所 大栄農村環境改善センター 

 

＝中央公民館大栄分館＝ 

１ 中央公民館大栄分館ロビー展について 

（１）日 時 12月 1日（金）～15日（金） 

概 要 パッチワーク教室作品展 

（２）日 時 12月 16日（土）～28日（木） 

概 要 写真愛好会作品展 

２ 寄せ植え教室 

  日 時 11月 30日（木）午後 1時 30分～1時間程度 

  講 師 村岡良さん（上種むらおか農園） 

参加者 24名 



 
 

概 要 玄関を彩る寄せ植え 

   

３ 今後の予定について 

・中央公民館大栄分館ロビー展について 

日 時 1月 4日（木）～15日（月） 

  概 要 新春書き初め展 

日 時 １月 16日（火）～31日（水） 

概 要 手づくり教室作品展 

   

・こども公民館まつりについて 

日 時 平成30年1月28日（日） 午前9時～午後3時 

場 所 中央公民館大栄分館 

    概 要 ものつくり体験コーナー、お茶席、リユースバザー、 

        ダンボール迷路、餅つき大会 

 



議案第５４号 

 

 

   北栄町学校給食費徴収条例施行規則の制定について 

 

 

北栄町学校給食費徴収条例施行規則を制定したいので、北栄町教育長に対

する事務委任規則第２条の規定により委員会の承認を求める。 

 

 

  平成２９年１２月２７日提出 

 

 

北栄町教育委員会教育長  別本 勝美 

 

 

記 

 

 

別紙のとおり 

 

  



北栄町教育委員会規則第  号 

 

北栄町学校給食費徴収条例施行規則 

 

(趣旨) 

第１条 この規則は、北栄町学校給食費徴収条例(平成 29 年北栄町条例第 111

号。以下「条例」という。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

(学校給食費の額) 

第２条 条例第３条第２項に規定する学校給食費の額は、次に掲げる額とす

る。 

 (１) 児童１食につき 278 円 

 (２) 生徒１食につき 330 円 

 (学校給食費の納入) 

第３条 保護者は、前条各号に定める額に年間学校給食実施予定日数(年度の

当初において当該年度に学校給食の実施を予定している日数をいう。以下

同じ。)を乗じて得た額を 10 で除して得た額以内で教育委員会が決定した

額(以下「例月納入額」という。)を５月から翌年２月までの毎月末日まで

に納入しなければならない。 

２ 保護者は、前項の規定により納入した額が前条各号に定める額に年間学

校給食実施日数（当該年度に学校給食を実施した日数(児童又は生徒の都合

により学校給食を受けなかった日数を含む。ただし、教育委員会が、やむ

を得ない事情があると認める場合はこの限りではない。)をいう。以下同

じ。)を乗じて得た額を下回った場合は、その差額(以下「精算金額」とい

う。)を教育委員会が別に定める日までに納入しなければならない。 

３ 前２項の規定にかかわらず、教育委員会は、特に必要と認めるときは、

別に例月納入額及び納入期限を定めることができる。 

(学校給食費の額の通知) 

第４条 教育委員会は、学校給食費の例月納入額又は精算額を決定し、又は

変更したときは、速やかに保護者に通知するものとする。 

(学校給食費の還付) 

第５条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合は、納入した学

校給食費の還付をすることができる。 

(１) 児童若しくは生徒が死亡した場合又は北栄町立以外の学校に転校し



た場合 

(２) 年間学校給食実施日数が年間学校給食実施予定日数を下回った場合 

(３) 教育委員会が、やむを得ない事情があると認める場合 

(学校給食費に相当する経費の徴収) 

第６条 条例第６条第２項に規定する学校給食費の額は、次に掲げる額とす

る。 

 (１) 児童に準じた学校給食を提供したとき １食につき 278 円 

(２) 生徒に準じた学校給食を提供したとき １食につき 330 円 

２ 第３条から第５条までの規定は、前項の経費の徴収について準用する。 

(学校給食の試食等に係る経費の徴収) 

第７条 教育委員会は、学校給食の普及充実を図ることを目的とした試食そ

の他臨時に学校給食を提供したときは、その都度、前条に規定する額を徴

収する。 

(委任) 

第９条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定め

る。 

  附 則 

 この規則は、平成 30 年４月１日から施行する。 

 



議案第５５号 

 

 

   北栄町社会体育施設利用料減免規程の一部を改正する規程の制定 

について 

 

 

北栄町社会体育施設利用料減免規程の一部を改正する規程を制定したいので、

北栄町教育長に対する事務委任規則第２条の規定により委員会の承認を求める。 

 

 

  平成２９年１２月２７日提出 

 

 

北栄町教育委員会教育長  別本 勝美 

 

 

記 

 

 

別紙のとおり 

 

 



北栄町教育委員会訓令第  号 

 

   北栄町社会体育施設利用料減免規程の一部を改正する規程 

 

北栄町社会体育施設利用料減免規程(平成18年北栄町教育委員会訓令第４号)

の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 

１ 略 

 

１ 略 

２ 次の利用については減免率100％

とする。 

２ 次の利用については減免率100％

とする。 

(１) 北栄町、北栄町教育委員会主

催事業 

・北栄町、北栄町教育委員会主催事

業 

(２) (一財)北栄スポーツクラブ

主催事業 

・(一財)北栄スポーツクラブ主催事

業 

(３) 町内自治会主催事業 ・町内自治会主催事業 

(４) 北栄町社会福祉協議会主催

事業 

・北栄町社会福祉協議会主催事業 

(５) 町内小学生、中学生の活動

(スポーツ育成会、スポーツ少年

団、部活動など) 

・町内小学生、中学生の活動(スポ

ーツ育成会、スポーツ少年団、部

活動など) 

(６) 町内小、中学校主催事業 ・町内小、中学校主催事業 

(７) 北栄町身体障害者福祉協会

主催事業 

・北栄町身体障害者福祉協会主催事

業 

(８) 北栄町心身障害児者育成会

(ひまわり会)主催事業 

・北栄町心身障害児者育成会(ひま

わり会)主催事業 

(９) 身体障害者福祉法(昭和24年

法律第283号)に基づく身体障害

者手帳１級及び２級の所持者の

利用 

・身体障害者福祉法に基づく身体障

害者手帳１級及び２級の所持者

の利用 

(10) 知的障害者福祉法(昭和35年

法律第37号)に基づく療育手帳A

及びB所持者の利用 

・知的障害者福祉法に基づく療育手

帳A及びB所持者の利用 



(11) 精神保健及び精神障害者福

祉に関する法律(昭和25年法律第

123号)に基づく障害者手帳１級

の所持者の利用 

・精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律に基づく障害者手帳１

級の所持者の利用 

(12) 戦傷病者特別援護法(昭和38

年法律第168号)に基づく戦傷病

者手帳の所持者で重度障害の程

度が特別項症、第１項症、第２項

症の者の利用 

・戦傷病者特別援護法に基づく戦傷

病者手帳の所持者で重度障害の

程度が特別項症、第１項症、第２

項症の者の利用 

(13) 障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための

法律(平成17年法律第123号)に基

づく障害福祉サービス受給者証

の所持者の利用 

 

(14) 難病の患者に対する医療等

に関する法律(平成26年法律第50

号)に基づく医療受給者証の所持

者の利用 

 

(15) 東伯郡体育協会主催事業 ・東伯郡体育協会主催事業 

(16) 東伯郡民体育大会参加のた

めの練習(おおむね大会前１ヶ月

から大会まで) 

・東伯郡民体育大会参加のための練

習(おおむね大会前１ヶ月から大

会まで) 

３ 次の利用については減免率50％

とする。 

３ 次の利用については減免率50％

とする。 

(１) 北栄町民並びに町内事業所

従業員の利用 

・北栄町民並びに町内事業所従業員

の利用 

(２) 町老人クラブ、婦人会、青年

団主催事業 

・町老人クラブ、婦人会、青年団主

催事業 

(３) 町女性団体連絡協議会主催

事業 

・町女性団体連絡協議会主催事業 

(４) 町内保育所、こども園、小学

校、中学校PTA主催事業 

・町内保育所、こども園、小学校、

中学校PTA主催事業 

(５) 町内母親クラブ主催事業 ・町内母親クラブ主催事業 



(６) 町外者である高校生の利用 ・町外者である高校生の利用 

(７) 町内、町外者が混じっている

利用で、町内者並びに町内事業所

従業員数が５割以上の場合 

・町内、町外者が混じっている利用

で、町内者並びに町内事業所従業

員数が５割以上の場合 

(８) 町内中学校の部活動で町外

校との活動 

・町内中学校の部活動で町外校との

活動 

４ 次の利用については通常料金と

する。 

４ 次の利用については通常料金と

する。 

(１) 町内、町外者が混じっている

利用で、町内者並びに町内事業所

従業員数が５割未満の場合 

・町内、町外者が混じっている利用

で、町内者並びに町内事業所従業

員数が５割未満の場合 

(２) 東伯郡体育協会に所属する

競技団体が主催する事業(学童野

球など) 

・東伯郡体育協会に所属する競技団

体が主催する事業(学童野球な

ど) 

(３) 鳥取県スポーツセンター主

催事業 

・鳥取県スポーツセンター主催事業 

(４) 鳥取県教育委員会主催事業 ・鳥取県教育委員会主催事業 

５ 次の利用については通常料金の

２倍の利用料とする。 

５ 次の利用については通常料金の

２倍の利用料とする。 

(１) 町外者及び町外の団体 ・町外者及び町外の団体 

(２) 町外の事業所 ・町外の事業所 

(３) 県内競技団体主催事業 ・県内競技団体主催事業 

(４) 県、国の利用 ・県、国の利用 

(５) その他教育委員会が認めた

機関、団体等の利用 

・その他教育委員会が認めた機関、

団体等の利用 

６～８ 略  ６～８ 略 

  

   附 則 

 この規程は、平成30年１月１日から施行する。 

 



議案第５６号 

 

 

   北栄町歴史民俗資料館使用料減免規程の一部を改正する規程の制定 

について 

 

 

北栄町歴史民俗資料館使用料減免規程の一部を改正する規程を制定したいの

で、北栄町教育長に対する事務委任規則第２条の規定により委員会の承認を求

める。 

 

 

  平成２９年１２月２７日提出 

 

 

北栄町教育委員会教育長  別本 勝美 

 

 

記 

 

 

別紙のとおり 

 

 



北栄町教育委員会訓令第  号 

 

   北栄町歴史民俗資料館使用料減免規程の一部を改正する規程 

 

北栄町歴史民俗資料館使用料減免規程(平成18年北栄町教育委員会訓令第５

号)の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 

１～５ 略 

 

１～５ 略 

６ 減免対象となる身体障害者手帳

等は次のとおりとする。 

６ 減免対象となる身体障害者手帳

等は次のとおりとする。 

(１) 身体障害者手帳 ・身体障害者手帳 

(２) 精神障害者保健福祉手帳 ・精神障害者保健福祉手帳 

(３) 療育手帳 ・療育手帳 

(４) 戦傷病者手帳 ・戦傷病者手帳 

(５) 被爆者健康手帳 ・被爆者健康手帳 

(６) 障害福祉サービス受給者証  

(７) 特定疾病(指定難病)医療受

給者証 

 

７ 略 ７ 略 

 

   附 則 

 この規程は、平成30年１月１日から施行する。 

 



平成３０年度全国学力・学習状況調査について 

（参考）平成２９年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領 

（平成２８年１２月 16日文部科学省）より抜粋 

 

1.調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習 

状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校における 

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，そのような取組を通 

じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

2.調査の名称 

平成３０年度全国学力・学習状況調査 

3.調査の構成 

本体調査に加えて，質問紙調査を実施する。                        

4.本体調査 

（１）実施日 

平成３０年４月１７日（火曜日） 

（２）調査の対象とする児童生徒 

○国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象とする。 

・小学校調査 

小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 

・中学校調査 

中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年，特別支 

援学校中学部第 3学年 

 

○特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち，調査の対象 

となる教科について，以下に該当する児童生徒は，調査の対象としないことを原則とする。 

・下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

・知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導を受 

けている児童生徒 

 

（３）調査事項 

○教科に関する調査 

・小学校調査は，国語、算数、理科とする。中学校調査は，国語、数学、理科とする。 

・出題範囲は，調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とする。 

・出題形式については，記述式の問題を一定割合で導入する。 

 

○質問紙調査 

・調査する学年の児童生徒を対象に，児童生徒質問紙調査を実施する。 

・調査対象児童生徒の在籍する学校を対象に、学校質問紙調査を実施する。 



平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果公表等について 

 

１ 各学校での公表等の方法        

（１）全保護者へ「学校だより」等を配布 

内容・・・概要、学校の取り組み、家庭へのお願い、平均正答率など 

（２）配布した「学校だより」等をホームページに掲載 

（３）保護者に伝える時の表記について  

平均正答率が全国（県）平均との差が  

0  ～ 1.0 の時… 「ほぼ同じ」 

1.1 ～ 2.0 の時… 「やや上回っている」、「やや下回っている」 

2.1 ～ 5.0 の時… 「上回っている」、「下回っている」 

5.1以上  の時… 「かなり上回っている」、「かなり下回っている」 

２ 各学校から地教委への提出物     

（１）「学校だより」等 

（２）結果（平均正答率の数字の入ったもの）と考察、今後の方策等をまとめたもの   

３ 地教委の分析項目等 

（１）全町の傾向分析、町内小学校・中学校の平均正答率 

（２）対応策（学校・地教委分析を踏まえ） 

４ その他 

（１） 町教育委員会は、学校名を明らかにした公表はしない。 

（２） 県教育委員会から、学校名を明らかにした公表について同意を求められた場合、町教育委

員会はそのことについて同意しない。 

 

 

年 度 調査方法 要 項 町教委員会の公表方法等 

H22 

 

抽出調査 調査結果等の取扱いについての

配慮事項として、適切に対応す

る必要があると記載 

・個別の学校の結果も含めて公表する 

・町報に掲載 

（個別の学校の結果を含む） 

H23 実施見送り 東日本大震災のため実施見送り  

H24 抽出調査 調査結果等の取扱いについての

配慮事項として、適切に対応す

る必要がある 

・個別の学校の結果も含めて公表する 

H25 悉皆調査 市町村教育委員会は，域内の学

校の状況について個々の学校名

を明らかにした公表は行わない

こと 

・個別の学校の結果は公表せず、町全

体の結果を公表する 

 

H26 

H27 

H28 

H29 

悉皆調査 自らが設置管理する学校の状況

について，それぞれの判断にお

いて、（要項内容に基づいて）、

公表することは可能であること 

・個別の学校の結果は公表せず、町全

体の結果を公表する 

・県教育委員会が「学校名を明らかに

した公表をする」ことに同意を求めて

きた場合、町教育委員会は同意しない

（求められることはなかった） 

・町HPに掲載 



平成 29年度 「子どもの豊かな育ちと学びを支援する連絡会」報告 

 

１ 日時  平成２９年１１月２８日（火） １３：３０～１５：００ 

 

２ 場所  北栄町役場大栄庁舎 3階 第１委員会室 

 

３ 出席者  

  委員：福祉課（但馬）保育所・園（石井所長・松本園長）こども園（松岡園長・大黒園長・飛

川園長・松田園長）小学校（岡本校長・徳本教諭）中学校（松浦校長＜会長＞・神田教諭） 

  事務局：藤木・中西・園 

 

４ 報告・協議 

（１） 就学先決定の取組（○上手くいったケース・▲困難だったケース） 

（ア） 年長児 

  ○4歳児より養護学校見学・教育相談を行い年長で、体験を行った。早めの情報提供を行って、

家族全委員の合意形成もできた。 

 ○年長で転入してきたが、前園との引き継ぎができ就学まで保護者とスムーズに話し合いがで

きた。 

  ▲園の姿と家での姿の差があり、保護者の理解が得られず、5 歳児相談につなげることができ

なかった。 

  ▲園での様子は伝えてきたが、保護者の理解が得られなかった。就学時検診のスクリーニング

の点が低く教育委員会がお話しをすることになり、やっと保護者の理解へとつながった。 

 

（イ）小中学校 

  ○年長の時にも特別支援学級への入級の話があったが、保護者の同意が得られなかった。2 年

生の時に通級指導教室で、筆箱が壊れているのに気づき、本人より「勉強がわからなくてイ

ライラする。」と気持ちを聞き出してもらった。保護者や担任にその情報を提供してもらい、

特別支援学級への入級の話が進んだ。 

  ○支援学級から通常級に移る場合、2 週間～1 か月くらい段階的に体験を行い、本人の自信へ

とつながった。 

 ○本人のしんどい気持ちを保護者に伝えたところ、措置変更への話が進んだ。 

 ▲養護学校、中学校とも体験の予定を組んだが、途中で帰ってきたり、行けなかったりした。 

 ▲中 3の段階で、琴の浦高等支援学校か高等学校か本人の気持ちが揺れ動いている。 

  ▲知的特別支援学級の生徒でも普通高校への進学をするケースが増えてきている。学習内容を

受験へ向かう内容にしていかなければならないが、教員体制が対応できない。 

  ▲支援学級在籍で、交流の学習に参加できない生徒が、高校で大きな集団の中で入れるのか心

配である。 



 

（２） 大栄小学校通級指導教室（「ことばの教室」「まなびの教室」）の通級状況等 

① 言語障がい通級指導教室（ことばの教室） 

 通級児童数１９名（大栄小１３名、北条小３名、湯梨浜町３名） 

② 発達障がい通級指導教室（まなびの教室） 

 通級児童数１９名（大栄小１１名、北条小８名） 

  ○「まなびの教室」は、大栄小学校への送りが困難な児童、または低学年で午前中に指導をし

た方が有効な児童の指導を北条小学校でしている。 

    火曜日・木曜日 

  ○通級に係る職員研修会を開催。８月２３日・２５日 

 

（３） 移行支援会議 

１～３月に移行支援会議を園→小学校・小学校→中学校でするので、スケジュール調整をお

願いした。 

 

（４） 高校入試特別措置 

○特別措置申請 身体等に障がいのある生徒 

日本語指導が必要な海外帰国生徒・外国籍生徒等 

    ○自己申告書 学校を長期欠席したことがある生徒 

 

＜協議＞ 

○上手くいったケース  

こども園では早めに情報提供をし、スケジュールを確認する。 

  ex 倉吉養護学校に４歳で見学、５歳で体験を行った。同時に５歳では特別支援学級の見学

や体験も行い、納得して就学先を決定してもらった。 

  小・中学校では体験も必要だが、本人の気持ちが一番大事になってくる。 

○こども園で加配がある園児は、了解が加配をつけるときにとってあるので、就学についての話も

話しやすい。 

○困難だったケース 

  保護者家族に温度差があり、家族内で合意形成ができない場合が多い。 

   →家庭と園での姿が違うので、丁寧な説明が必要である。 

○園から就学させる時に、特別支援学級に入れるかどうか迷うことが多い。 

  →小中学校では、最終的に通常学級でも学習できる力をつけるために、特別支援学級で学習す

ると考えている。その子の一番よい居場所はどこか考えて検討することが必要である。その

子の正確なアセスメントをとるためにも、早めに医療につながることも一つである。 

○将来体力をつけ、運動やスポーツができるとその子の可能性を広げることがある。小さい頃から 

体を動かすことが大切である。 






























